
「御子は天使にまさる」         2026 年 07月 30日 

神はかつて、天使たちの誰に向かって、こう言われたでしょうか。「あなたは私の子 /

私は今日、あなたを生んだ 。」 さらにまた、「私は彼の父となり / 彼は私の子となる 。」

と言われました。また、神はその長子を再び世界に送るにあたって、こう言われます。

「神の天使たちは皆、彼を礼拝せよ 。」 また、天使たちに向かっては、こう言われます。

「神は、天使たちを風とし / 自分に仕える者たちを燃える火とされる 。」 一方、御子に向

かっては、こう言われます。「神よ、あなたの王座は世々限りなく / 公平の笏があなたの

王権の笏である。あなたは義を愛し、不法を憎んだ。それゆえ、神、あなたの神は / あな

たに喜びの油を注がれた。あなたを仲間から選び出して 。」 また、こう言われます。「主

よ、あなたは初めに地の基を据えられた。天もあなたの手の業である。天地は滅びるが /

あなたはいつまでもとどまられる。すべてのものは衣のように古び / あなたが外套のよう

に巻くと / これらのものは、衣のように取り替えられる。しかし、あなたは変わることな

く / あなたの歳月は終わることがない 。」 神は、かつて天使の誰に向かって、こう言われ

たでしょうか。「私の右に座れ / 私があなたの敵を / あなたの足台とするまで 。」 天使た

ちは皆、仕える霊であって、救いの相続者となる人々に奉仕するために、遣わされたので

はありませんか。（ヘブライ 1:5 ～ 14） 

 

著者は、御子は天使たちに勝ると、詩編などの言葉から引用している。当時の人々にと

って、殊にユダヤ人によって、天使たちは神の御心を告げ、自分たちを守ってくれる信頼

すべき存在であった。御子は、その天使たちに勝ると力説している。神は、かつて天使た

ちの誰に向かって、「あなたは私の子 / 私は今日、あなたを生んだ（詩編  2:7c ）」 と言

い、また「私は彼の父となり / 彼は私の子となる（サムエル下 7:14 より ）」 と言われたか。

御子だけに言われたのである。また、神はその長子を再び世界に送るにあたって、「神の

天使たちは皆、彼を礼拝せよ（詩編 97:7 より ）」 と、天使たちに御子礼拝を命じられた。

天使たちに向かっては「神は、天使たちを風とし / 自分に仕える者たちを燃える火とされ

る（詩編 104:4 より ）」 と言われ、御子に向かっては「神よ、あなたの王座は世々限りな

く / 公正の笏があなたの王権の笏である。あなたは義を愛し、不法を憎んだ。それゆえ、

神、あなたの神は / あなたに喜びの油を注がれた（詩編 45:7 ～ 8 より ）」 と言われる。更

に「主よ、あなたは初めに地の基を据えられた。天もあなたの手の業である。天地は滅び

るが / あなたはいつまでもとどまられる（詩編 102:26 ～ 28より ）」 と言われる。全てのも

のは衣のように古びるが、あなたは変わることなく、その歳月は終わることがない。神は、

かつて天使の誰に向かって、「私の右に座れ / 私があなたの敵を / あなたの足台とすると

きまで（詩編 110:1 より ）」 と言われたか。御子に対してだけ言われた言葉である。今日

の聖書学から見ると、これらは都合よく引用されている。「あなたは私の子、私は今日、

あなたを生んだ」も「私の右に座れ、私があなたの敵をあなたの足台とするときまで」と

いう言葉も、王の即位式の時、王を称える民衆の歓喜の声で、御子イエスのために歌われ

た言葉ではない。しかし著者は、自由に引用し、主イエスは父なる神の子であり、御子は

神の権威を永遠に受け継ぐ者であり、天使に勝ると解釈し、説いたのである。「天使たち

は皆、仕える霊であって、救いの相続者となる人々に奉仕するために、遣わされたのでは

ありませんか 。」 天使たちは人々に奉仕するためにあり、救いのために遣わされた御子イ

エスは、全ての人々から礼拝される、天使にまさる神ご自身であると告げている。 


